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は じ め に

1949年以来これまで約40年程英語教育に携わっ

て来た体験から､英語教育でどのような人間を作

っていくのかということについてのべてみたい｡

外国語の一つである英語教育は今､我が国では

数動の渦中にあると言って良いだろう｡日本の教

育そのものが､現在激動の環境の中におかれてい

るのだが､特に英語教育はそうであると思う｡

さて世界には約4,000の民族がいて約5,000の

言語があると言われているが､その中の一つであ

る英語が､圧倒的に日本では学ばれている｡これ

には色々な歴史的､政治的､経済的な理由がある

と考える｡世界には約50億の人が住んでいるが､

母語として3億 5千万､第 2言語として使う人び

とが4億人､何とか通じる人が10億人､合計17億

5千万人が英語を使用しているという現実があり､

英語は国際的共通語としての条件を具えている｡

従って英語が実用性の高い外国語であることに疑

問の余地はない｡

｢国際化｣ということが盛んに言われている｡

日本に入ってくる外国人､外国-出ていく日本人

は､これらは年 増々えている｡法務省の発表 (1989

年 9月30日)によると同年末までの 1年間に日本

人で海外に出るものは約1000万に達するだろう､

同じく海外海外から来日する外国人に300万人に

達するそう ある｡このことは国際交流の盛んな

ことを物語っている｡このようないわゆる ｢国際

化｣の現状の中で外国語教育､特に英語教育の重

要性が高まっていることは間違いないと言える｡

石 井 清

ISHII Kiyoshi

今英語教育はどうなっているか

本学では一般教育の中で第 1外国語の英語が8

単位､第2外国語のドイツ語かフランス語が4単

位､合計12単位が必修科目で､これを取得しなけ

れば卒業は認定されない｡ 国際化時代だけにそれ

だけ重視されている｡

今､特に学校教育の中で英語が問題になってい

るのほ､国公立中学校での週 3時間体制の問題で

ある｡戦後暫くは新制中学では英語は週 5時間教

えることができた｡しかし英語は選択科目であっ

たから､国語､数学､社会､理科､体育のような

必修科目のように全員が学ぶことにはなっていな

かった｡しかし高校入試には英語が必ずあって､

高校進学率は90留を超える状況になっているので､

ほぼ全員が英語を学んできている｡

さて､前述のような ｢国際化｣の時代であるか

ら､週 4時間､5時間の英語を中学校で学ばせる

のが当然と考えるのが常識であるのに､実は1981

年から､学習指導要領に拘束される国公立中学校

では週 3時間しかやれない体制が､現場に強制さ

れて来た｡英語教師の民間教育団体によって組織

される日本英語教育改善懇談会や有志の教師と親で

組織された ｢国公立中学校英語遇3時間に反対する

会｣ (1981- )は署名数十万を集めてこれに反

対し､また国際化の時代であるから英語を必修科

目にせよという要求を国会や文部省に出して来た∩

しかし昨年 (1989年) 3月告示の新学習指導要領

では週 4時間やれる可能性は出て来たものの､依

然として必修科目にはなっていない｡そして､現

行の遇 3体制は1993年まで続くことになっているo

Lかしここに至る前に平泉渉参議院議員の ｢平
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泉試案｣ (1974年)が提起され､英語は同年代の

子供5留にやらせ､あとは必要がないという試案

が出て英語教育界に大論争を引き起したことがあ

る｡週 3体制はその流れを汲む考え方に沿う体制

であると考える｡事実私立中学校では週5- 6時

間の英語授業を行って来ている｡

さて状況は一変する｡1987年か ら JET計画

(JapanExchangeandTeachingProgram-
語学指導等を行う外国青年招致事業)によって英

語を教える外国人教師が多数､中学や高校の現場

に配置されることになり､1989年では約2.000名､

1991年には3,000名が中学､高校で日本人教師の

助手として授業の指導に協力することになってい

る｡ (将来には､全国中学校全部に配置するとい

う構想もあり､その時には10,000名以上の外国人
教師が教えることになる｡)これは良い意味でも､

悪い意味でも我が国の英語教育に大きな影響を与

えつつある｡

実はこれは､現場の要求をうけて文部省がイニシ

アティブをとって始まった計画ではなく､海外に進

出する企業側からの要請を受けて､通産省が提案し､

自治省が金を出し､外務省が選抜の仕事にあたり､

それをうけて文部省が教育の諸計画を立てて実施す

るというものであるから､現場の実態や条件とかみ

あわず､かなりの混乱と矛盾を引き起している｡

英語の民間教育研究団体である新英語教育研究

会は昨年 (1989)の夏?全国大会で外国人教師

(AET)についてアンケー トを行い､ ㌘3名

(中学 162､高校 111)の回答をえたが､その回

答の概要を下に示す｡

1. AETについては碓続賛成 183 (6790)

2. 生徒はAETを積極的に歓迎 136 (50留)

3. AETの評価すべき点

① 生徒の興味づけになる 202 (7490)

② 生徒のコミュニケーションについての自

信を持たせる 116 (4290)

(勤 教師の研修の場となる 134 (49留)

4. AETの問鼠点

(丑 打ち合わせ時間が保障されていない

173 (63留)

② クラスが大きすぎる 163 (6090)

(卦 進度が遅れる 102 (37留)

5. AET制度の改善すべき点

-56-

① 打ち合わせ時間の確保 191 (70留)

(診 クラスサイズの縮少 172 (63留)

(卦 教材作成-の参加 99 (36留)

以上からAET制度についての現場の教師の感想

や要求の大まかな傾向が察知できるが､AET導

入による現場での混乱と矛盾解決の道は現場の実

態や教師の要求を十分考慮に入れることから始ま

らねばならないと考える｡現状では莫大な費用の

みならず人材の無駄使いは避けられないし､あわ

せて外国人教師の日本に対する不信感を抱かせる

恐れさえもあると思う｡

外国語教育への姿勢

ここで､日本の英語教育の歴史を概観しよう｡

アメリカ海軍提督ペリーひき入る黒船の浦賀来航

(1853年) が英学必要の衝撃を時の政行徳川幕府

に与えたことは当然と考えられる｡日本史年表

(歴史学研究会編､岩波書店刊)によれは､黒船

来航の年1(1853)の11月に ｢中浜万次郎が幕府に

登用｣､1855年には ｢(幕府は)洋学所を建て｣､

翌1856年に ｢洋学所を蕃書調所と改称｣､1860年

には ｢旗本らに外国語学習の奨励｣があり､さら

に明治維新の年 (1868)には ｢福瀞 吉､英字塾を

芝かこ移転､慶応義塾と改称｣と出ているのが示唆

的である｡

明治の初期から､太平洋戦争の終りまで､おお

づかみに言うと英語教育は極めて限られた生徒､

学生にしか与えられなかった｡一方､戦後から今

日に至るまでほぼ全ての子どもが英語を学ぶこ

とになっているのは大いに評価できることである｡

明治の初期には大学などでは (東京大学 ((1877-刀

の前身､昌平校が大学となったのは1869年)英語

は英米人教師に習った｡岡倉天心 (1863-1913)や

軍目軟石 (1867-1916等はそういう学生で､この

二人は東京大学で学んでいる｡ (淑石は東京大学

の英文科第3回卒業生として明治26((1893))年に

卒業している｡卒業生数は 1名であったo)従っ

てこの当時の学生は読み､書きばかりでなく､聞

き､話す力も堪能であった｡天心は英語で Tbe

BookorTea(茶の本)､TheIdealsortheEast

withSpecialReferencetotlleArtofJapan

(東洋の理想)､TheAwakeningOfAsia(アジ



アの目覚め)を著わしているし､擬石は後にロン

ドンに留学し､その後英語教師として東大文学部

イギリス文学科で教えている｡

これらの明治初期の英学にとりくんだ福津諭吉､

岡倉天心そして夏日淑石の欧米観についてふれて

見たい｡またそれは彼等が日本や東洋の社会､文

化をどのように見ていたかともつながっていくと

思う｡

当時､自然科学､科学技術の面では日本が欧米

のそれにひどく劣っていたことは言うまでもない｡

当時の人びとはそういう事柄に対して恐怖心すら

持っていたであろう｡従って欧米崇拝の念が強か

ったのは止むをえないことであったろう｡そのこ(1)
とは福揮諭吉が時事新報に書いた論説 ｢脱亜論｣
(明治18年-1885)からも推察できる｡｢入欧脱
亜｣という言葉が当時作られた｡それは次のよう

なことを意味している｡日本の国が世界一流の国

となるためには､時代遅れで､頑迷固胆な朝鮮や

中国は見捨て､たもとを分って､欧米の文明､文

化を大いに取 り入れて､欧米に仲間入りすべきで

あるという論である｡これは近隣のアジア諸国を

軽視し､欧米を過大評価するもので､今日の国際

観に立って考えるなら､手厳しい批判を受けてし

かるべき考え方と思われる｡福揮諭吉の名著 ｢学

問のすすめ｣ (1872年)の冒頭を飾る ｢天は人の

上に人を造らず人の下に人を造らずと言えり｡･･･-｣

という民主主義の原点とも言うべき言葉を残した

福洋にしても時代の限界を超えることはできなか

ったのであろうか｡明治政府を批判しながらも､

その富国強兵策を支持する論に傾いていったのは

心残 りのことであった｡

明治政府の富国強兵の基本政策については夏日

淑石は冷静な批判的な日を持っていたと言えるよ
(2)

うに思う｡一例を上げると彼は名作 ｢三四郎｣

(明治41-1908年)の中で､小説の中の人物広田

先生の口をかりて､日露戦争 (1904-5年)の勝

利に酔う状況にあって､その日本について ｢亡び

るね｣と言って､質問をした学生三四郎を驚かし

ているが､富国強兵策の終着点を見すえていた激

石の鋭い目は流石であると思う｡

(3)
日本の美術､東洋の美術の良さ､人間的やさし

さ､奥深さに自信を持ち､これらを限りなく愛し

た岡倉天心が英語で書いた ｢茶の本｣は今もその

素晴らしさによって内外の読者に深い感銘を与え

るが､富国強兵策やその考え方にかかわって言え

ば､ ｢茶の本｣ (明治39-19n8年)では次のよう

にのべている｡｢西欧の人は通常､柔和な平和的
な芸術に打ちこんでいる時には､日本を野蛮国だ

と見なしたものだ｡所が日本が満州の戦場で大量

虐殺を犯し始めた時文明国と言っている｡｣彼は

平和主義者で､人間の文化や東洋の心について深

い感受性､思想を持つ人であった｡国際化､国際

交流の時代において､このような先人の考え方を学

はねばならないし､若い人々に伝えなければなら

ないと思う｡富国強兵的傾向が強まりつつある今

日､私は特にそう思う｡

さて､日清戦争0894-ち年)､日露戟争 (1904-ち

午)に勝ち､第一次世界大戦 (1914- 8年)に勝

利国となり､日本は富国強兵の意味で一流国にの

し上っていった｡それと共に英米語に対する態度

が変っていった｡特に軍部それも陸軍は英語を敵

性語と見る考えが強まり (昭和10年代の後半)､

それは文部省の教育政策等に大きく反映するよう

になる｡日本語の中に生活用語として溶けこんで

いた英米語を追放するようになっていった｡例え

は､アメリカ生まれの野球そのものを追放できなかっ

たのは片手落ちだったが､野球用語から英語が追放

された｡｢ストライク｣は｢よLJ､r,i:-/i,Jは ｢駄目｣､
｢ヒット｣は ｢安打｣､ ｢アンパイア｣は ｢審判

員｣と言わねはならなかった｡音楽用語では ｢オ

ルガン｣は ｢足踏み音出し器｣､ ｢サキソフォン｣

は ｢竹べらつき吹き鳴らし｣と言iT,泣た｡陸軍で

は ｢カレーライス｣は ｢から味入 り汁かけ飯｣と

言わせたのである｡正に狂気の沙汰であった｡私

の体験について言えは､陸軍の幹部候補生の試験

を受けた時､試験官の陸軍大佐殿から英文科の学

生であった私は ｢何故お前は英語を学ぶのか｣と

尋ねられたことがある｡私は ｢敵を知 り､己九を

知らは百戦あやふからず｣ (孫子の兵法書の一節)

と答えて叱責の難をのがれたことを覚えている｡

そういう風潮であった｡昭和19年頃のことである｡

このような外国語観､外国語教育観が誤ってい

ることは今日から見れば明白であるが､当時はそれ

がまかり通ったのである｡

逆に戦後､平川唯一氏のカムカム-プ リボディ

(NHK英会話番組)に示されるように､民族的

-57-



自尊心を傷つけるような風潮も見 うけられた｡

1960年の日米安保大闘争の頃は､我が国の英語教

育は元占領国の支配体制の維持強化に貢献する英

語教育になっているのではないかと悩む英語教師

の多かったことも事実である｡私はすべての国､

民族はそれぞれお互い平等であって､相互尊重す

るのが基本であると思い､そういう立ち場で外国

語教育をしていかねばと思っている｡アメリカの

独立宣言 (1776年)の中のAllmenarecreated

equal.(すべての人間は創られて平等である)の

言葉もよいが､ベトナム独立宣言 (1945年)の中

のAllpeoplesoneartharebornequaL (世界

のすべての民族､国民は生まれながら平等である)

は外国語教師として深く共感する｡

所で､現在の我が国の英語教育は今までのべて

来たような様々な問題や悩みを引きずり乍ら進ん

で来ているが､受験体制が我が国の英語教育をゆ

がめ､バランスのとれない異常なものにしている

ことも事実である｡

この国際交流の盛んな時代､ ｢国際化｣が言い

たてられているこの時代にどのような目標を英語

教育は目指すべきであろうか｡

外国語教育と人間形成

外国語教育によってどのような人間形成を目指

すかということだが､それは､教育基本法の前文

と第一条に明記されている｡その趣旨は次のよう

になるだろう｡

1.世界平和と人類福祉-の貢献

2. 民主的で文化的な国の建設

3. 人格の完成

4. 真理､正義､個人の価値､勤労､責任を尊

重する人間の育成

そして外国語教育では特に国際理解によって世

界の平和と人類福祉に貢献できる人物を育てるこ

とであると思う｡

そのことを極めて明確に総合的に示しているの

が､ユネスコ (UNESCO-国際連合教育科学

文化機関)による次の2つの勧告であろう｡

1. 中等学校での外国語教育に関する各国文部

省-の勧告 (1965年)

2. 国際理解 (国際協力及び国際平和のための

教育並びに人権及び基本的自由についての教
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育)に関する勧告

この2つの勧告の要点を紹介する｡ (正確なる

全文は原文に当ってほしい｡)

前者では､前文に次のように (要旨)のべる｡

① 現代外国語の知識は生徒の総合的な文化的

及び知的訓練の一部であり

(卦 高度な学問分野の広く深い研究に不可欠な

手段である｡

③ どの現代外国語を選ぶかはそれぞれの国民

自身年よる｡

④ 現代外国語が話される国の文学､歴史､文

明､生活用式の知識が国際理解及民族間の合

意の向上に大きな影響を及ぼす｡

⑤ あらゆる分野の国際関係の発展と輸送通信

手段の充実により､少なくとも-外国語の知

識及びその言語を自在に使える実際的な必要

が高まっている｡

以上の諸点をふまえて勧告を行っている｡

外国語教育の目標

(丑 現代外国語を教授する目標は教育的である

と同時に実用的である｡

② 現代外国語の教授はそれ自体が目的でなく､

その文化的及人間的側面によって生徒の知性

と人格を訓練するのに役立ち､国際理解の向

上と民族間の平和で友好的な協力の確立に貢

献すべきである｡

2. 国際理解教育に関する勧告 (1974年)

この勧告についても､その一部のみ紹介する｡

国際理解教育の指導原則

① 教育に国際的側面及び世界的視点を持たせ

る｡

(卦 すべての民族並びにその文化､文明､価値

及び生活様式に対する理解と尊重｡

③ 世界的相互依存関係が増大しているとの認

識｡

④ 国際的な連帯及び協力の必要についての理

解｡

(9 他の人々と交信する能力｡

@ 個人がその属する社会､国家及び世界全体

の諸問題解決-の参加を用意すること｡

以上､ユネスコによる2つの勧告で特に重要と

思われる所を紹介したが､勧告を通読して､その

内容は人類の歴史的体験から生まれた英知の結晶



であると言えよう｡このような目標や原則に従っ

て外国語教育がすすめられねばならないと思う｡

英語教育における実践的指導法について

さて､今までのべて来た国際人の人間形成を目

指す英語教育を実践的に具体的にのべたいが､こ

の論稿では､極めて概括的に記すにとどめ詳しく

は､拙著 ｢未来を創る高校英語の授業｣ (1987年

三友社刊)に譲 りたい｡

指導における第1の原則は良い教材を用いると

いうことである｡

良い教材の例

1,ShootinganElephant byGeorgeOrwell

(1903- 50).

2･AnimalFarm byGeorgeOrwell.

3･Lumumba'sWill byPatriceLumumba

(不詳～1961).

4･HasManaFuture byBertrandRussell

(1872-1970).

5･WarCrimesin Vietnam by Bertrand

Russell.

6･ReligionandScience byB.Russell.

7.Seibei'sGourds bysHIGANaoya(1883-

1971).

8.DeclarationofIndependenceofVietnam

(1945).

9.ATuneonAshifumiOtodashiki(1973*

5月頃のMainichiDailyNewsの社説)

10･TheStoryofMyLife byHelenKeller

(1880- 1968).

ll.IHaveaDream byM.L King(1929-

1968).

12.The Concluding Speech of "TheGreat

Dictator" byCharlesChaplin(1889-1977)

13･TheCrazyApe byAlbertSzent･Gybrgyl

(1893-1986).

14.0fHuTnanBondagebySomersetMaugham

(1874- 1965).

良い教材の条件と質

(D 平和を重視するもの

上の教材から番号で示すならば､4､5､12､

13

② 民主主義 (人権思想)の理解を深めるもの

3､8､11､12等がそれに当る｡

③ 国際理解を深めるもの

1､3､11､12､13

④ ヒューマニズムの感動と理解を与えるもの

10､12

⑤ 科学的なものの見方を養 うもの

4､ 6､13

⑥ 芸術性の高いもの

1､2､7､10､11､12､14

a) 深く考えさせるもの

1､2､4､5､6､11､12､13

⑧ 現代の問題にかかわりの探し､もの

4､ 5､ 9､13

(9 歴史の見方を深めるもの

1､4､6､7､8､9､11､12､13

⑬ 興味深いもの

7､9､10､14

⑮ 発達段階にふさわしいもの
7､14など

指導における第2の原則は自己表現を重視する

ことである｡

我が国の英語教育はこれまで受験体制の中で､

与えられたものを理解し､覚えることに重点がお

かれ､特に語学とは暗記であると思う傾向が生徒

や学生に強い｡このような受身的学習を積極的な

自主的な学習に切 りかえるポイントは自己表現で

ある｡

これは､習った語嚢､構文を使って生徒や学生

が自分の感動､考え､主張､意見､願い､希望､

要求､自分の生活等を話したり､書いたりする学

習活動である｡

自己紹介の教材が出てくれは､それを他人の事

として学ぶのではなく､自らもそれにならって自

己紹介文を英語で作り､書いたり､発表したりす

るのである｡

私は英作文の授業に発展させて､スピーチの原

稿を作らせ､仲間のクラスメートの前で発表させ

る実践を数多く重ねて釆たが､生徒が受身的では

なく､積極的に参加する充実した授業を実現する

ことができた｡詳細は省略する｡

第3の原則は集団学習である｡これはクラス集

団､B王を編成している場合はその班集団の構成員
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お わ り に

この論稿は昨年12月に本学で行われた公開講匿

でのべた内容を骨組みとし､それに多少の補足を

したものである｡なお､公開講座では神津喜三郎

学長に出席を頂き､若林和正教授が司会の労をと

られた｡両先生の御退職に当り一層思い出の深い

講座となった｡

(1990.4.26受理)

の一人ひとりの学力をできるだけ発表､交流させ､

集団の協力で､孤立した個人の力では獲得のでき

ない高く､大きい学力を獲得させる指導法である｡

基本的な考え方は日本古来の諺のいう｢三人よれ

は文珠の知恵｣の内容するものであり､江戸時代

の蘭学者移田玄白等が蘭書 ｢解体新書｣を集団学

習で解読した (1774年)あの学習法を貫く考え方

である｡
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｢
お
互
に
憐
れ
だ
な
あ
｣
と
云
い
出
し
た
｡

｢
こ
ん

な
顔
を
し
て
'
こ
ん
な
に
弱

っ
て
い
て
は
､
い
く
ら

日
露
戦
争
に
勝

っ
て

7
等
国
に
な
っ
て
も
駄
目
で
す

ね
｡
尤
も
建
物
を
見
て
も
'
庭
園
を
見
て
も
'
い
ず

れ
顔
相
応
の
所
だ
が
'
-
あ
な
た
は
東
京
が
始
め
て

な
ら
'
ま
だ
富
士
山
を
見
た
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
｡

今
に
見
え
る
か
ら
御
覧
な
さ
い
｡
あ
れ
が
日
本
人
の

名
物
だ
O
あ
れ
よ
り
外
に
自
慢
す
る
も
の
は
何
も
な

い
｡
と
こ
ろ
が
そ
の
富
士
山
は
天
然
自
然
に
昔
か
ら

あ

っ
た
も
の
な
ん
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
｡
我
々
が
拾

え
た
も
の
じ
ゃ
な
い
｡
｣
と
云
っ
て
ま
た
に
や
に
や

笑

っ
て
い
る
｡

三
四
郎
は
日
露
戦
争
以
後
こ
ん
な
人
間
に
出
逢
う

と
は
思
い
も
よ
ら
な
か

っ
た
｡
ど
う
も
日
本
人
じ
ゃ

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
｡

｢
然
し
こ
れ
か
ら
日
本
も
発
展
す
る
で
し
･･
う
.
｣

と
弁
護
し
た
｡
す
る
と
か
の
男
は
す
ま
し
た
も
の
で

｢
亡
び
る
ね
｡
｣
と
云
っ
た
｡
-
熊
本
で
こ
ん
な
こ

と
を
口
に
出
せ
ば
･-
-
-
-

(新
潮
文
座
p
19
)
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③

岡

倉

天

心

著

｢
茶
の
太
｣
よ
り

ど
う
し
て
花
は
か
く
も
美
し
く
生
ま
れ
て
'
し
か

も
か
-
ま
で
薄
命
な
の
で
あ
ろ
う
｡
虫
で
も
刺
す
こ

と
が
で
き
る
｡
最
も
温
順
な
動
物
で
も
追
い
つ
め
ら

れ
る
と
戦
う
も
の
で
あ
る
｡
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
飾
る
た

め
に
羽
毛
を
ね
ら
わ
れ
て
い
る
鳥
は
そ
の
追
い
手
か

ら
飛
び
去
る
こ
と
が
で
き
る
｡
人
が
上
着
に
し
た
い

と
む
さ
ぼ
る
毛
皮
の
あ
る
獣
は
'
人
が
近
づ
け
ば
隠

れ
る
こ
と
が
で
き
る
｡
悲
し
い
か
な
-
翼
あ
る
唯

T

の
花
と
知
ら
れ
て
い
る
の
は
蝶
で
あ

っ
て
'
他
の
花

は
皆
､
破
壊
者
に
会

っ
て
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
｡
彼
ら
が
断
末
魔
の
苦
し
み
に
叫
ん
だ
と
て
も

そ
の
声
は
わ
れ
ら
の
無
情
の
耳

へ
は
決
し
て
達
し
な

い
｡
わ
れ
わ
れ
は
'
黙
々
と
し
て
わ
れ
ら
に
仕
え
わ

れ
ら
を
愛
す
る
人
々
に
対
し
て
絶
え
ず
残
忍
で
あ
る

が
'
こ
れ
が
た
め
に
'
こ
れ
ら
の
最
も
よ
き
友
か
ら

わ
れ
わ
れ
が
見
捨
て
ら
れ
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
｡
諸
君
は
'
野
生
の
花
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
め

く
の
に
気
は
つ
き
ま
せ
ん
か
｡
そ
れ
は
彼
ら
の
中
の

賢
人
ど
も
が
､
人
が
も

っ
と
人
情
の
あ
る
よ
う
に
な

る
ま
で
こ
の
世
か
ら
去
れ
と
彼
ら
に
言

っ
て
き
か
せ

た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
た
ぷ
ん
彼
ら
は
天

へ
移
住
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡
(岩
波
文
蹟

p
7

-
76
)

④ ユネスコ勧告

1. IBE勧告

中等学校での外国語教育に関する各国文部省への勧告

RECOMMENDATION No.59 T■O THE MINISTRIESOF EDUCATION

COnCernln2■
THE TEACHING OF MODERN FOREIGN LANGUAGES IN SECONDARY′

SCHOOLS (IB E勧告)

2･ 国際理解教育に関する勧告

国際理解､国際協力及び国際平和のための教育並びに人権及び基本的自由についての教育に関する勧告

RECOMMENDATION CONCERNING EDUCATION FOR INTERNATIONAL

UNDERSTANDING,COOPERATION AND EDUCATION RELATING TO HU-M-Å両

RIGHTSAND FUNDAMENTAL FREEDOMS (国際理解教育に関する勧告)

(以上の勧告は ｢新英語教育研究講座｣第20巻に所載)

以上
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